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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）アシルイセチオン酸塩１０～７０重量％と、
（ｂ）両性界面活性剤２～２０重量％と、
（ｃ）脂肪酸石鹸１０～２５重量％と
を含み、脂肪酸石鹸が、飽和Ｃ16－Ｃ18鎖長石鹸の混合物を３０－１００％含むものであ
る、固形石鹸組成物。
【請求項２】
アシルイセチオン酸塩が、式ＲＣＯ2ＣＨ2ＣＨ2ＳＯ3Ｍ（式中、ＲはＣ7－Ｃ21アルキル
またはアルケニル基であり、Ｍは可溶化陽イオンである）のアシルイセチオン酸塩である
、請求の範囲第１項に記載の組成物。
【請求項３】
両性界面活性剤が、次式：

（式中、
Ｒ1は炭素原子７～１８個のアルキルまたはアルケニルであり、
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Ｒ2およびＲ3はそれぞれ独立に炭素原子１～３個のアルキル、ヒドロキシアルキルまたは
カルボキシアルキルであり、
ｎは２～４であり、
ｍは０～１であり、
Ｘは、任意選択で水酸基で置換された炭素原子１～３個のアルキレンであり、
Ｙは－ＣＯ2

-または－ＳＯ3
-である）

である、請求の範囲第１項または第２項に記載の組成物。
【請求項４】
両性界面活性剤が組成物の２～１０重量％含まれる請求の範囲第１項から第３項のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項５】
両性界面活性剤が組成物の３～７重量％含まれる、請求の範囲第１項から第４項のいずれ
か一項に記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
発明の分野
本発明は、両性成分が比較的高レベル（たとえば１％超）のときでも驚くほど容易に加工
できる、両性界面活性剤を含む（すなわちマイルドさを向上させるための）合成固形石鹸
組成物に関する。加工性は、毎分ポンド単位で押し出される固形石鹸として測定してスル
ープットの向上で表される。詳細には、本発明は、陰イオン性成分（たとえばアシルイセ
チオン酸塩）、両性成分、および脂肪酸石鹸（様々な鎖長の脂肪酸石鹸の混合物として、
または単一鎖長の石鹸として導入したもの）を含む固形石鹸組成物であって、両性成分を
含む固形石鹸（１重量％を越えるレベルで使用するとき、通常は押出しが極めて難しい）
が、最低レベルの脂肪酸石鹸を使用し飽和石鹸と不飽和石鹸の比を最低に抑えることによ
り、容易に加工できる固定石鹸組成物に関する。
背景
従来から石鹸は肌洗浄剤として使用されてきた。石鹸は安価で、製造しやすく、よく泡立
つが、肌に対して非常に作用がきつい。
石鹸のきつい作用を和らげるため、石鹸の大部分をよりマイルドな界面活性剤、たとえば
アシルイセチオン酸塩で置き換えた合成固形石鹸が使用されてきた。したがって、アシル
イセチオン酸塩と石鹸の使用に関する特許が知られている（Ｇｅｉｔｚの米国特許Ｎｏ．
２，８９４，９１２参照）。
また、石鹸、イセチオン酸塩、または脂肪酸（主として構造材として使用）を両性界面活
性剤など非常にマイルドな界面活性剤で置き換えることにより、さらにマイルドな固形石
鹸を作成することも知られている。しかし通常は、マイルドな陰イオン成分と両性成分（
たとえばベタイン）を共に含む固形石鹸を首尾よく経済的に加工することは極めて難しい
。
Rys-Cicciari他の米国特許Ｎｏ．５，３７２，７５１は、陰イオン成分（たとえばアシル
イセチオン酸塩）とベタインを含む固形石鹸組成物を教示している。この引例は、何カ所
かで石鹸は存在しないことが好ましいと指摘しており（第６欄６０～６１行、第９欄４７
行）、このことは、どの例でも石鹸が２％を超える量で使用されていないことによって確
認される。この引例は、マイルドさのためにそれを行うと示唆しているが、本出願人等も
これまで、石鹸のレベルがこのように低いとき、１％を超える量のベタインを処理できた
ことはなかった。
思いがけないことに、本出願人等は、陰イオン性界面活性剤系を含む固形石鹸で最低レベ
ルの（たとえば３％以上）脂肪酸石鹸を使用すると、以前に可能であったよりもずっと高
レベルの両性成分（２％以上）が容易に処理できることを発見した。
本出願人等はさらに、不飽和石鹸に対する飽和石鹸の全含有量が１：１より大きいとき、
工程上の利益（たとえば押出し速度）がさらに高まることを発見した。それと同時に、よ
り多くのベタインが首尾よく処理できるため、さらに大きなマイルドさの利益を導入する
ことが可能となる。
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発明の簡単な概要
本発明の一実施形態においては、本発明は、
（ａ）陰イオン性界面活性剤（たとえば脂肪酸アシルイセチオン酸塩）１０％～７０％、
（ｂ）両性界面活性剤２％～１５％、好ましくは２％～１０％、さらに好ましくは、３％
～８％、
（ｃ）Ｃ6－Ｃ24脂肪酸の混合物を含む脂肪酸石鹸または単一のＣ6－Ｃ24脂肪酸石鹸３％
～２５％、好ましくは５％～１５％を含む固形石鹸組成物であって、
飽和脂肪酸石鹸と不飽和脂肪酸石鹸の比が１：１より大きく、好ましくは２：１より大き
く、好ましくは５：１より大きく、さらに好ましくは１０：１より大きい、固形石鹸組成
物に関する。実際、脂肪酸の脂肪酸「混合物」は、飽和脂肪酸を１００％含んでいても（
すなわち不飽和脂肪酸を全く含まなくても）よい。
すなわち、最低レベルの石鹸（３％以上）と最低レベルの飽和脂肪酸を確保することによ
り、大きな加工上の利益（たとえば、押出し速度の向上）が得られる。最低レベルの石鹸
を含まないと、非常に低レベル（すなわち、約１％以下）の両性成分しか効率的に加工し
押し出すことができない。最低レベルの飽和によって押出し速度が向上し、ゼイン速度が
さらに向上する。
発明の詳細な説明
本発明は、両性界面活性剤（および／または双性イオン性界面活性剤）を含む合成ベース
の（たとえば陰イオンベースの）固形石鹸組成物であって、最低レベル（すなわち３％以
上）の石鹸に基づき、思いがけないことに、以前に可能だったよりもずっと大量の前記両
性および／または双性イオン性界面活性剤を効率的に処理できるようになった、固形石鹸
組成物に関する。
すなわち、両性／双性イオン性界面活性剤を使用することの利益は以前から認められてい
た（たとえば、マイルドさの向上）が、これらの界面活性剤は、製品を軟質かつ粘着性に
する。したがって、こうした界面活性剤を含む合成固形石鹸を加工する（すなわち、型打
ち、押し出す）ことは難しかった。思いがけないことに、本出願人等は、加工がそんなに
難しくなる一つの理由は、こうした両性／双性イオン性成分が従来は実質上石鹸を含まな
い（すなわち、石鹸約２％以下）合成固形石鹸中で使用されていたからであることを発見
した。しかし、思いがけないことに本出願人等は、石鹸のレベルが約３％以上（すなわち
石鹸３％～２５％）の合成構造化固形石鹸中で両性／双性イオン性成分を使用する場合、
その双性イオン性／両性成分がはるかに加工しやすくなることを発見した。したがって、
今や以前に可能だったよりもずっと大量の双性イオン性／両性成分を使用して、効率的／
経済的な速度（たとえば、パイロットプラントの押出し装置で毎分５ポンド超）で加工が
可能になった。
第二の実施形態では、本出願人等は、不飽和脂肪酸に対する飽和脂肪酸のレベルを増大さ
せると、加工がさらに増大することを発見した。具体的には、不飽和成分に対する飽和成
分のレベルが１：１より大きい場合、加工の改善が得られる。
以下に本発明の特有の成分についてより詳しく論じる。
陰イオン性成分
本発明の固形石鹸組成物は、陰イオン性界面活性剤または陰イオン性界面活性剤混合物を
１０％～７０％含む。
固形石鹸組成物は、脂肪酸アシルイセチオン酸塩を重量で約１０％～７０％含むことが好
ましい。
アシルイセチオン酸塩を使用する場合、次式を有する。
ＲＣＯ2ＣＨ2ＣＨ2ＳＯ3Ｍ
上式で、Ｒは炭素原子６～２１個のアルキル基またはアルケニル基、Ｍはナトリウム、カ
リウム、アンモニウム、または置換アンモニウムなどの可溶化陽イオンである。
これらのエステルは一般に、アルカリ金属のイセチアン酸塩と、たとえば炭素原子を６～
１８個有しヨウ素価が２０未満の混合脂肪族脂肪酸との反応によって調製される。
陰イオン性界面活性剤は、次式のエーテル硫酸塩でもよい。
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Ｒ1Ｏ（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）yＳＯ3Ｍ
上式で、Ｒ1は炭素原子８～１８個の、特に炭素原子１１～１５個のアルキルまたはアル
ケニルであり、ｙは平均値が少なくとも１．０であり、Ｍはナトリウム、カリウム、アン
モニウム、または置換アンモニウムなどの可溶化陽イオンである。ｙは平均値が２以上で
あることが好ましい。
他の陰イオン性洗剤も使用できる。可能なものとしては、アルキルグリセリルエーテル硫
酸塩、スルホコハク酸塩、タウリン酸塩、サルコシン酸塩、スルホ酢酸塩、アルキルリン
酸塩、アシル乳酸塩がある。スルホコハク酸塩は、次式のモノアルキルスルホコハク酸塩
、
Ｒ2Ｏ2ＣＣＨ2ＣＨ（ＳＯ3Ｍ）ＣＯ3Ｍ；
および次式のアミドＭＥＡスルホコハク酸塩でよく、
Ｒ2ＣＯＮＨＣＨ2ＣＨ2Ｏ2ＣＣＨ2ＣＨ（ＳＯ3Ｍ）ＣＯ2Ｍ；
上式で、Ｒ2はＣ8－Ｃ20アルキル、好ましくはＣ12－Ｃ15アルキルであり、Ｍは可溶化陽
イオンである。
サルコシン酸塩は一般に次式で表され、
Ｒ3ＣＯＮ（ＣＨ3）ＣＨ2ＣＯ2Ｍ
上式で、Ｒ3はＣ8－Ｃ20アルキル、好ましくはＣ12－Ｃ15アルキルであり、Ｍは可溶化陽
イオンである。
タウリン酸塩は一般に次式で識別され、
Ｒ5ＣＯＮＲ6ＣＨ2ＣＨ2ＳＯ3Ｍ
上式で、Ｒ5はＣ8－Ｃ20アルキル、好ましくはＣ12－Ｃ15アルキルであり、Ｒ6はＣ1－Ｃ

4アルキル、Ｍは可溶化陽イオンである。
マイルドさを改善する界面活性剤
本発明の固形石鹸組成物の第二の成分は、マイルドさを改善する界面活性剤であり、これ
は双性イオン性界面活性剤、両性界面活性剤、またはその混合物とすることができる。
双性イオン性界面活性剤の例は、広義には脂肪族四級アンモニウム、ホスホニウムおよび
スルホニウム化合物の誘導体と記述できるものであり、その脂肪族残基は直鎖でも分岐鎖
でもよく、脂肪族置換体の一つは、炭素原子を約８～約１８個含み、一つは陰イオン基、
たとえばカルボキシ、スルホン酸、硫酸、リン酸、またはホスホン酸基を含む。これらの
化合物の一般式は次の通りであり、

上式で、Ｒ2は、炭素原子数が約８～約１８個のアルキル、アルケニルまたはヒドロキシ
アルキル基、０～約１０個のエチレンオキシド部分、および０～約１個のグリセリル部分
を含み、Ｙは窒素、リンおよびイオウ原子からなる群から選択したものであり、Ｒ3は約
１～約３個の炭素原子を含むアルキルまたはモノヒドロキシアルキル基であり、Ｘは、Ｙ
がイオウ原子のときは１、Ｙが窒素またはリン原子のときは２であり、Ｒ4は炭素原子数
が約１～約４個のアルキレンまたはヒドロキシアルキレンであり、Ｚはカルボン酸、スル
ホン酸、硫酸、ホスホン酸およびリン酸基からなる群から選択された基である。
こうした界面活性剤の例には以下のものがある。
４－［Ｎ，Ｎ－ジ（２－ヒドロキシエチル）－Ｎ－オクタデシルアンモニオ］－ブタン－
１－カルボン酸塩、
５－［Ｓ－３－ヒドロキシプロピル－Ｓ－ヘキサデシルスルホニオ］－３－ヒドロキシペ
ンタン－１－硫酸塩、
３－［Ｐ，Ｐ－ジエチル－Ｐ－３，６，９－トリオキサテトラデキソシルホスホニオ］－
２－ヒドロキシプロパン－１－リン酸塩、
３－［Ｎ，Ｎ－ジプロピル－Ｎ－３－ドデコキシ－２－ヒドロキシプロピルアンモニオ］
－プロパン－１－ホスホン酸塩、
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３－（Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－ヘキサデシルアンモニオ）プロパン－１－スルホン酸塩、
３－（Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－ヘキサデシルアンモニオ）－２－ヒドロキシプロパン－１
－スルホン酸塩、
４－［Ｎ，Ｎ－ジ（２－ヒドロキシエチル）－Ｎ－（２－ヒドロキシドデシル）アンモニ
オ］－ブタン－１－カルボン酸塩、
３－［Ｓ－エチル－Ｓ－（３－ドデコキシ－２－ヒドロキシプロピル）スルホニオ］－プ
ロパン－１－リン酸塩、
３－［Ｐ，Ｐ－ジメチル－Ｐ－ドデシルホスホニオ］－プロパン－１－ホスホン酸塩、お
よび
５－［Ｎ，Ｎ－ジ（３－ヒドロキシプロピル）－Ｎ－ヘキサデシルアンモニオ］－２－ヒ
ドロキシペンタン－１－硫酸塩。
本発明で使用できる両性洗剤は少なくとも１個の酸基を含むものである。これは、カルボ
ン酸基またはスルホン酸塩でよい。この洗剤は四級窒素を含み、したがって四級アミド酸
である。この洗剤は一般に炭素原子数が７～１８個のアルキルまたはアルケニル基を含む
べきである。この洗剤は通常、以下の全体的構造式に合致する。

上式で、Ｒ1は炭素原子数が７～１８個のアルキルまたはアルケニル、Ｒ2とＲ3はそれぞ
れ独立に、炭素原子数が１～３個のアルキル、ヒドロキシアルキル、またはカルボキシア
ルキルであり、
ｎは２～４、
ｍは０～１、
Ｘは、任意選択で水酸基で置換された、炭素原子数が１～３個のアルキレン、
Ｙは－ＣＯ2－または－ＳＯ3－である。
上記の一般式の範囲に含まれる適当な両性洗剤としては、次式の単純ベタインと、

次式のアミドベタインが含まれる。

上式で、ｍは２または３である。
両方の式でＲ1、Ｒ2、Ｒ3は先に定義した通りである。Ｒ1は特にココナツから誘導したＣ

12アルキル基とＣ14アルキル基の混合物でよく、したがってＲ1基の少なくとも半分、好
ましくは少なくとも四分の三が１０～１４個の炭素原子を有する。Ｒ2とＲ3は好ましくは
メチルである。
もう一つの可能性は、両性洗剤を次式のスルホベタインとするものである。
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上式で、ｍは２または３であり、あるいは－（ＣＨ2）3ＳＯ3
-が次式で置換されたその変

種も使用できる。

これらの式で、Ｒ1、Ｒ2およびＲ3は先に論じた通りである。アンホ酢酸塩およびジアン
ホ酢酸塩も、使用可能な双性イオン性／両性化合物に含まれる。
両性／双性イオン性成分は一般に、組成物重量に対して重量で約２％～２０％、好ましく
は２％～１０％、さらに好ましくは３％～８％含まれる。
陰イオン成分と双性イオン性／両性成分の比は、広い範囲の値をとることができ、２：１
～５０：１、好ましくは５：１～２０：１とすることができる。
石鹸
本発明の第三の必要成分は石鹸成分（たとえば、アルカリ金属脂肪酸成分）である。
石鹸は一般に、長鎖および短鎖、飽和および不飽和の脂肪酸の混合物として導入される。
一般に、長鎖の石鹸は混合物中で優勢であり、たとえば混合物の３０～１００％（たとえ
ば、すべて長鎖、たとえばＣ16とＣ18）含まれ、短鎖成分は０～４０％含まれる。ただし
、二価または三価の陽イオン（たとえばマグネシウム、カルシウム）を使用する場合は短
鎖成分が優勢であってもよいことに留意されたい。
好ましくは、混合物は主としてＣ8－Ｃ18、好ましくはＣ12－Ｃ18、さらに好ましくはＣ1

6－Ｃ18成分を含む。一般に長鎖の石鹸ほどマイルドなことが知られている。
本明細書で有用な石鹸は、炭素原子を約６～２４個、好ましくは８～１８個、さらに好ま
しくは約１２～約１８個有する天然または合成の脂肪族の（アルカンまたはアルケン）酸
の知られているアルカリ金属塩である。これらの石鹸は、炭素原子を約６～２４個有する
アルカリ金属カルボン酸塩と記述することができる。
ココナツ油の脂肪酸分布を有する石鹸は、広い分子量範囲の下端である。落花生油または
菜種油またはその水素化誘導体の脂肪酸分布を有する石鹸は、この広い分子量範囲の上端
である。
ココナツ油または獣脂あるいはその混合物は、油脂のうちで比較的入手しやすいので、そ
れらの脂肪酸分布を有する石鹸を使用することが好ましい。ココナツ油石鹸中で炭素原子
を少なくとも１２個有する脂肪酸の割合は約８５％である。ココナツ油と、主鎖長がＣ16

以上である獣脂、パーム油、または非熱帯性ナット油脂の混合物を使用すると、この割合
はもっと高くなる。本発明の組成物中で使用する好ましい石鹸は、炭素原子を約１２～１
８個含む脂肪酸を少なくとも約８５％有する。
石鹸に使用されるココナツ油は、その全部または一部を他の「高ラウリン」油、すなわち
全脂肪酸の少なくとも５０％がラウリン酸またはミリスチン酸およびその混合物からなる
油脂で置き換えることもできる。これらの油の例は、一般にココナツ油クラスの熱帯性ナ
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ット油である。たとえば、パーム核油、ババスー油、ウリクリ（ouricuri）油、ツクム油
、コフネ（cohune）ナット油、ムルムル（murumuru）油、ジャボティ核油、ハカン核油、
ディーカ（dika）ナット油、ウクンフバ（ucurhuba）バターがある。
好ましい石鹸は、ココナツ油約１５％～２０％と獣脂約８０％～約８５％の混合物である
。こうした混合物は、炭素原子を約１２～約１８個有する脂肪酸を約９５％含む。この石
鹸はココナツ油から調製することができ、この場合、脂肪酸含有量は鎖長Ｃ12－Ｃ18のも
のの約８５％である。
石鹸は、商用で受け入れられる標準に則した不飽和成分を含む。過剰な不飽和成分は通常
避けられる。実際、以下で指摘するように飽和成分が好ましい。
石鹸は、従来からの釜煮法または近代的な連続石鹸製造法で作成することができる。この
場合、獣脂やココナツ油などの天然油脂、その等価物が、当業者によく知られている手順
を用いてアルカリ金属水酸化物で鹸化される。あるいは、ラウリン酸（Ｃ12）、ミリスチ
ン酸（Ｃ14）、パルミチン酸（Ｃ16）、ステアリン酸（Ｃ18）などの脂肪酸をアルカリ金
属の水酸化物または炭酸塩で中和して石鹸を作成することもできる。
石鹸を導入する第二の方法は、上記の石鹸（ブレンド）としてではなく、単にＣ12－Ｃ14

アルカンまたはアルケン、好ましくはＣ16－Ｃ20モノカルボン酸のアルカリ金属塩または
アルカノールアンモニウム塩として導入するものである。その一例はステアリン酸ナトリ
ウムである。
石鹸を固形石鹸組成物の少なくとも約３重量％（たとえば重量で３％～２５％、好ましく
は５％～１５％）含まなければならないというのが、本発明のクリティカルな態様である
。従来技術では、双性イオン性／両性成分を含む固形石鹸を効率的かつ経済的に加工する
には、特に両性／双性イオン性成分（たとえばベタイン）をより高いレベルで使用すると
きは、最低量の石鹸が必要なことが理解されていなかった。すなわち、双性イオン性／両
性成分のレベルが２％までまたはそれ以上のとき、最低レベルで３％の石鹸が必要である
。
本発明の第二の実施形態において、飽和石鹸と不飽和石鹸の比を高めると加工がさらに改
善されることを本出願人等は発見した。
理論に拘束されることを望むものではないが、飽和度が上がると、結晶化がより有効にな
るため、固形石鹸によりよい構造が付与される。
具体的には、本出願人等は、不飽和石鹸に対する飽和石鹸のレベルが１：１より大きく、
好ましくは２：１以上、さらに好ましくは１０：１以上の場合、加工（押出し速度）が改
善されることを発見した。さらに、マイルドさも向上するか、あるいは損なわれない。
任意成分
両性／双性イオン性界面活性剤だけでなく陰イオン性界面活性剤、たとえばアシルイセチ
オン酸塩も必要であるが、他の界面活性剤も使用することができる。
それには非イオン性成分と陽イオン性成分がある。
非イオン性界面活性剤には、特に、疎水基と反応性水素原子を有する化合物、たとえば脂
肪族アルコール、酸、アミド、またはアルキルフェノールと、アルキレンオキサイド、特
にエチレンオキサイド単独またはプロピレンオキサイドを伴うものとの反応生成物が含ま
れる。具体的な非イオン性洗剤化合物は、アルキル（Ｃ6－Ｃ22）フェノールとエチレン
オキサイドの縮合物、脂肪族（Ｃ8－Ｃ19）の一級または二級直鎖または分岐アルコール
とエチレンオキサイドの縮合生成物、およびエチレンオキサイドと、プレピレンオキサイ
ドとエチレンジアミンの反応生成物の縮合によってできた生成物である。他のいわゆる非
イオン性洗剤化合物には、長鎖の三級アミンオキサイド、長鎖の三級ホスフィンオキサイ
ド、およびジアルキルスルホキシドが含まれる。
非イオン性成分は、多糖類アミドなどの糖アミドでもよい。具体的には、この界面活性剤
は、参照により本明細書に合体するAu他の米国特許Ｎｏ．５，３８９，２７９に記載され
ているラクトビオナミドや、参照により本願に合体するLetton他の米国特許Ｎｏ．５，３
１２，９５４に記載されているようなポリヒドロキシアミドの一つでもよい。
陽イオン性洗剤の例は、アルキルジメチルアンモニウムハロゲニドなどの四級アンモニウ
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使用できる他の界面活性剤は、Parran Jr.の米国特許Ｎｏ．３，７２３，３２５およびSc
hwartz、PerryおよびBerch著「Surface Active Agents and Detergents」（巻ＩおよびII
）に記載されている。この両文献も参照により本願に合体する。
炭素原子８～２２個の遊離脂肪酸も本発明の組成物に取り入れることが望ましい。こうし
た脂肪酸のあるものは、過脂肪剤として働き、他のものは皮膚感覚／クリーム向上剤とし
て働く。過脂肪剤は発泡特性を高め、組成物に対して最高３５重量％までの量の炭素原子
数８～１８個、好ましくは１０～１６個の脂肪酸から選択される。皮膚感覚／クリーム性
向上剤の最も重要なものはステアリン酸であるが、やはりこの組成物中に存在することが
望ましい。
やはり本発明の組成物の中で使用することが好ましい肌のマイルドさ改善剤はイセチオン
酸塩である。有効な塩、陽イオンは、アルカリ金属、アルカリ土類金属、アンモニウム、
アルキルアンモニウム、ならびにモノ－、ジ－、またはトリアルカノールアンモニウムイ
オンからなる群から選択することができる。特に好ましい陽イオンには、ナトリウム、カ
リウム、リチウム、カルシウム、マグネシウム、アンモニウム、トリエチルアンモニウム
、モノエタノールアンモニウム、ジエタノールアンモニウムまたはトリエタノールアンモ
ニウムイオンがある。
マイルドさ改善剤として特に好ましいのは、上記の一般式でＲが水素である、単純な非置
換のイセチオン酸ナトリウムである。
肌のマイルドさ改善剤は約０．５％～約５０％存在する。好ましくは、マイルドさ改善剤
は、全組成物の重量に対して約１％～約２５％、より好ましくは約２％～約１５％、最適
には３％～１０％存在する。
これらの組成物では他のパフォーマンス化学薬品および添加物も必要となることがある。
こうした化学薬品および添加物の量は、全組成物の重量に対して約１％～約４０％の範囲
である。たとえば、２～１０％の発泡性向上洗剤塩を取り込むことができる。この種の添
加剤の例は、アルカリ金属および有機アミン、高級脂肪族脂肪アルコール、硫酸塩、アル
キルアリールスルホン酸塩、高級脂肪族脂肪酸タウリン酸塩からなる群から選択された塩
である。
殺菌剤、香水、着色料、二酸化チタンなどの顔料および水を含めた添加材料も存在しても
よい。
以下の例は例示的なものにすぎず、いかなる形でも本発明を限定するものではない。
成分
以下は例で使用する様々な石鹸の飽和脂肪（太字）および不飽和脂肪（非太字）の内訳で
ある。
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例１：対照＋ベタイン３％、８２／１８ニート石鹸１０％
例２：対照＋ベタイン３％、ステアリン酸ナトリウム１０％
例３：対照＋ベタイン５％、８２／１８ニート石鹸８％
例４：対照＋ベタイン５％、ステアリン酸ナトリウム８％
例５：対照＋ベタイン７％、８２／１８ニート石鹸６％
例６：対照＋ベタイン７％、ステアリン酸ナトリウム６％
例７：対照＋ベタイン１０％、８２／１８ニート石鹸１０％
例８：対照＋ベタイン１０％、ステアリン酸ナトリウム１０％
ゼインテスト
マイルドさ評価
ゼイン溶解テストを用いて、検討した処方の刺激能力を予備的にスクリーニングした。８
オンスの瓶に処方の水性分散液３０ｍＬを調製した。この分散液を完全に溶解するまで４
５℃の浴に静置した。室温で平衡に達した後、１時間高速で攪拌しながら各溶液にゼイン
粉末１．５ｇを加えた。次いで、溶液を遠心管に移し、約３，０００ｒｐｍで３０分間遠
心処理した。溶解しないゼインを単離し、水洗し、重量が一定になるまで６０℃の真空中
で乾燥させた。可溶化したゼインのパーセントが刺激能力に比例するが、重量分析でこれ
を求めた。
例１～７
飽和度増加の固形石鹸に対する作用を明らかにするため、（混合物である８２／１８石鹸
に対してより多くのステアリン酸ナトリウム、すなわち１００％の飽和石鹸を使用するこ
とにより、飽和度を上げる）、本出願人等は、８２／１８石鹸またはステアリン酸ナトリ
ウムと共にベタインのレベルを様々に変化させた（３％、５％、７％、１０％）組成物を
テストし、結果を下記の表２に示す。
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はっきりわかるように、ステアリン酸ナトリウムを「ニート」石鹸に置き換える（すなわ
ちより高い飽和度の指標）たびに、ゼイン価（マイルドさの指標、すなわちゼイン価が低
いほど固形石鹸はマイルドになる）が低下した。したがって、飽和成分を使用すると、マ
イルドさがはっきり向上した。
加工
より高い飽和成分を使用すると加工も改善されることを示すため、同じ例１～７をチップ
ミキサ、リファイナおよびプロッダに供給して押出し速度を決定し、結果を下記の表３に
示す。
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ステアリン酸塩をニート石鹸混合物に置き換えると、押出し速度が上昇したことがこの場
合もはっきりわかる。
さらに、特に注目すべきことは、様々なレベル（すなわち２％以上）のベタインを効率的
に処理できた（たとえば＞毎分５ポンド）ことである。本出願人等はこれまでこのような
ベタインレベルでこうした速度を得ることはできなかった。最低レベルの石鹸が必要なこ
とを発見して始めて、このような効率のよい速度を実現することが可能になった。
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